
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

◆内容： 

①愛知県による被災者支援の経過報告（愛知県 被災者受入対策プロジェクトチーム） 

②シンポジウム 

・原発事故子ども・被災者支援法の説明 

（日本弁護士連合会【福島の子どもたちを守る法律家ネットワーク＝サフラン】弁護士） 

・地域コミュニティを基盤とした支援活動と市町村の支援体制づくりについて（安城市社協） 

・母親・父親（子が 2歳～17 歳）避難者 3名に本音を聞く～今 何を国に求めるか！～ 

 

●問合せ申込：愛知県被災者支援センター 

（電話 又は ＦＡＸ 又は メールで） 

 ・電話番号／０５２－９５４－６７２２ 

 ・ＦＡＸ番号／０５２－９５４－６９９３（裏面用紙をご利用ください） 

 ・メールアドレス／mousikomi@aichi-shien.net 

●申込締切：11 月 26日（月） 

◆主催：愛知県被災者支援センター  

◆協力：愛知県、愛知県弁護士会、法テラス愛知、福島原発事故損害賠償愛知弁護団、愛知県司法

書士会、愛知県社会福祉協議会、愛知教育大学心理教育相談室、南医療生協、名古屋大学社会

学黒田研究室、総務省中部管区行政相談課、大学生協東海ブロック、NPO 法人レスキュースト

ックヤード、生活協同組合コープあいち、臨床心理士会、名古屋大学研究員、東日本大震災被

災者支援ボランティアセンターなごや、日本弁護士連合会 

 

 

～新たな東日本大震災被災者支援の動きを踏まえて～ 
 依然として郷里への帰還がままならず、現在でも多くの方が愛知県での生活を余儀な

くされるなかで、国では「原発事故子ども・被災者支援法」が成立するなど、被災者支

援に新たな動きも見られます。 

県内市町村、社協等の県外避難者を支援する諸団体の方々も、お子様をお持ちのお母

様を始めとする県外避難者の皆様もこうした新たな動きを理解し、長期化する県外避難

者の生活をどのように支えていったら良いかを皆で考える機会としたいと思います。 
◆日時／平成 24 年 11 月 29 日（木） 

12:30～15:30 

◆場所／ 愛知県社会福祉会館  

３階多目的会議室（200 名） 

（右記地図参照） 

★交通／地下鉄  

●桜通線「丸の内駅」下車（4 番出口） 徒歩 8 分   

●名城線「市役所駅」下車（4 番出口） 徒歩 8 分  

●鶴舞線「丸の内駅」下車（1 番出口） 徒歩 8 分   

●名城線、桜通線「久屋大通駅」下車（1 番出口） 

 徒歩 13 分 

「原発事故子ども・被災者支援法」に関するシンポジウム 



FAX申込み （11月29日被災者支援法シンポジウム） 

ＦＡＸ番号０５２－９５４－６９９３ 

◆参加者代表者氏名／                      

◆電話番号                         

◆団体名                                   

◆参加人数：大人   名、 小人  名   

◆子ども人数と年齢  歳  人、  歳  人、  歳  人、             

◆現住所／      県           市・町・村  

※頂いた個人情報は、この事業以外の目的では使用いたしません。 

 


